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ひひととりりのの願願いいもも
みみんんななののももののにに

２
０
１
１
秋
季
年
末
闘
争
の
前
進
に
む
け
て
、

各
単
組
で
職
場
討
議
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
と

く
に
今
年
は
、労
働
基
本
権
回
復
を
み
す
え
、職
場

か
ら
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
し
た
総

対
話
・
総
要
求
の
運
動
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

心
の
声
を
要
求
へ

幸
田
町
職
労
は
、
９
月
１２
日

か
ら
連
日
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
声
を
大
切
に
し
よ
う
と
、

職
場
集
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

９
月
１４
日
は
、
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
の
９
人
の
組
合
員
が

公
民
館
に
集
ま
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
藪
田
委
員
長
が
こ

れ
ま
で
の
と
り
く
み
の
総
括

や
、
労
働
基
本
権
回
復
と
公
務

員
賃
金
引
き
下
げ
の
動
き
な

ど
、
情
勢
を
報
告
。
９
月
２９
日

の
組
合
の
定
期
大
会
に
む
け
、

「
西
三
河
唯
一
の
町
村
と
し

て
、
地
域
に
身
近
な
自
治
体
づ

く
り
を
め
ざ
す
」「
職
場
討
論

を
中
心
に
、
全
組
合
員
が
み
ず

か
ら
声
を
あ
げ
、
要
求
づ
く
り

や
行
動
に
参
加
す
る
」
な
ど
の

方
針
案
を
説
明
し
て
討
論
し
ま

し
た
。

「
賃
上
げ
要
求
を
し
た
い
と

思
っ
て
も
、
今
は
ど
こ
も
予
算

が
苦
し
く
、
仕
方
な
い
」
な
ど

の
声
も
出
ま
す
。
も
っ
と
声
が

上
げ
や
す
い
よ
う
に
討
議
資
料

を
活
用
し
た
り
、
年
齢
別
の
集

会
を
開
い
た
り
、
日
常
会
話
の

中
の
声
を
積
極
的
に
ひ
ろ
っ
た

り
工
夫
も
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、�
ガ
マ
ン
し
て
い
る
要
求
�

�
心
の
奥
に
あ
る
声
�
を
あ
つ

め
、
要
求
を
練
り
上
げ
て
い
き

た
い
、
と
藪
田
委
員
長
は
決
意

を
語
り
ま
す
。

独
自
の
討
議
資
料

ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用

名
古
屋
市
職
労
も
、
８
月
よ

り
各
職
場
、
分
会
な
ど
で
総
対

話
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
独

自
で
作
成
し
た
討
議
資
料
を
活

用
し
、�
仕
事
の
最
前
線
か
ら

私
の
ひ
と
こ
と
！
�
ア
ン
ケ
ー

ト
を
集
め
て
要
求
に
す
る
な

ど
、
み
ん
な
の
声
を
大
切
に
す

る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

職
場
か
ら
講
師
を
養
成

�
み
ん
な
が
主
人
公
�

豊
橋
市
職
労
は
、
す
べ
て
の

職
場
で
総
対
話
を
成
功
さ
せ
る

た
め
、
職
場
役
員
対
象
に
「
講

師
養
成
講
座
」
を
開
催
し
、
情

勢
の
特
徴
や
、
た
た
か
い
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
。
ま
た
、
９
月

１４
日
の
「
分
会
長
・
分
会
役
員

会
議
」
で
は
、「
総
対
話
を
成

功
さ
せ
、
要
求
前
進
を
勝
ち
と

ろ
う
」と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

１０
月
５
日
の
中
央
委
員
会
に

む
け
、
各
職
場
で
総
対
話
を

行
っ
て
い
ま
す
。
新
行
革
プ
ラ

ン
に
よ
る
人
員
削
減
の
動
き
に

対
す
る
要
求
が
職
場
か
ら
強
く

寄
せ
ら
れ
、
講
師
も
、
職
場
集

会
で
「
支
部
・
分
会
で
の
交
渉

を
中
心
と
し
た
運
動
で
人
員
確

保
を
め
ざ
そ
う
」「
年
休
取
得

の
向
上
、
時
間
外
労
働
の
抜
本

的
縮
減
」
を
勝
ち
と
ろ
う
と
話

し
て
い
ま
す
。

総
学
習
・
総
対
話
ス
タ
ー
ト

幸田町職労でも、総対話・総学習の職場集会はじまる

秋
年
末
闘
争
の
前
進
に
む
け

県
本
部
第
１
回
中
央
委
員
会
が

９
月
１６
・
１７
日
、
犬
山
市
・
迎

帆
楼
で
開
催
さ
れ
、
各
単
組
の

と
り
く
み
や
運
動
と
組
織
の
前

進
に
む
け
た
意
思
統
一
を
行
い

ま
し
た
。
記
念
講
演
は
、
亀
谷

東
海
自
治
体
問
題
研
究
所
事
務

局
長
が
「
地
方
主
権
改
革
と
自

治
体
」
と
題
し
て
講
演
。

１１
秋
季
年
末
闘
争
は
、臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
、
高

齢
期
雇
用
問
題（
定
年
延
長
）、

組
織
強
化
・
拡
大
な
ど
重
要
な

課
題
が
目
白
押
し
で
す
。
協
約

締
結
権
を
見
据
え
た
と
り
く
み

な
ど
、
抜
本
的
に
強
め
る
た
た

か
い
を
、
県
民
・
労
働
者
と
と

も
に
す
す
め
ま
す
。

具
体
的
な
と
り
く
み
と
し

て
、
９
月
を
総
学
習
・
総
討
論

期
間
と
し
て
、
職
場
実
態
に
基

づ
く
人
員
増
や
賃
金
要
求
に
つ

い
て
「
み
ん
な
で
討
論
、
み
ん

な
で
決
定
」
の
論
議
を
す
す
め

ま
す
。
１０
月
５
日
を
要
求
書
提

出
基
準
日
、
同
１４
日
を
回
答
指

定
日
と
し
、
１１
月
４
日
を
全
県

決
起
集
会
。
１０
月
２４
日
か
ら
統

一
交
渉
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
要
求

の
前
進
を
は
か
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

全全
員員
参参
加加
型型
のの
秋秋
年年
闘闘
争争
をを

秋秋季季年年末末闘闘争争ののたたたたかかいいのの基基本本方方向向

�労働基本権回復を展望し、職場からの
総学習と討論で、賃金・人員増の積極

的要求を掲げ、全員参加型の闘争態勢

確立、意思統一を。

�「地方主権改革」に反対し、公務員賃
金引き上げを許さず、憲法を生かした

地方自治の拡充を住民とともにめざ

す。

�消費税増税を許さず、大企業に責任を
果たさせ、社会保障の拡充をめざす。

�憲法改悪・民主主義破壊の比例定数削
減に反対し、普天間基地の無条件撤去

と基地再編強化を許さないたたかい。

�すべての要求と課題を組織の強化拡
大・次世代育成に結びつけ、３万自治

労連愛知・１万非正規公共の組織化を

展望し、すべての組合員の参加で「秋

の月間」の成功をめざす。

県県
本本
部部
第第
１１
回回
中中
央央
委委
員員
会会

豊橋市職労の職場集会

１１００いいっっせせいい
要要求求提提出出基基準準日日

１１００
回回答答指指定定日日

１１００ 自自治治労労連連

全全国国統統一一行行動動・・現現業業総総行行動動総学習・総対話運動の計画と具体化を

福福祉予予算削削るるなな！
１０・２３あいち県民集会

名古屋市・白川公園

１１４４��

「私のひとこと」アンケート

幸田

１１４４��

５５��
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地域主権改革

地
域
主
権
改
革
の
名
で
、
施

設
な
ど
の
最
低
基
準
「
義
務
付

け
・
枠
付
け
の
見
直
し
」
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
国

の
政
省
令
で
示
さ
れ
る
「
従
う

べ
き
基
準
」「
標
準
」「
参
酌
す
べ

き
基
準
」
に
基
づ
い
て
県
や
政

令
市
な
ど
で
条
例
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

１２
年
に
わ
た
り
、「
福
祉
予

算
削
る
な
！
福
祉
を
金
も
う
け

に
す
る
な
！
」
と
取
り
組
ん
で

き
た
同
県
民
集
会
実
行
委
員
会

（
自
治
労
連
も
加
盟
）
で
は
、

９
月
７
日
に
県
と
の
話
し
合
い

を
持
ち
、
子
育
て
支
援
課
、
障

害
福
祉
課
、
高
齢
福
祉
課
が
対

応
し
ま
し
た
。
県
側
は
、
県
の

条
例
化
は
来
年
度
に
行
い
、
２

０
１
３
年
４
月
か
ら
実
施
し
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
、
周
知
期
間
も
必

要
と
の
判
断
で
１３
年
４
月
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。
話
し
合
い

で
は
、「
従
う
べ
き
基
準
」
を

ど
う
す
る
か
に
話
が
集
中
。
県

は
、「
従
う
べ
き
基
準
」
で
は

「
県
の
独
自
色
は
出
せ
な
い
」

と
国
の
政
省
令
を
そ
の
ま
ま
実

施
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
治
労
連
や
福
祉
保

育
労
な
ど
が
行
っ
た
厚
労
省
交

渉
で
は「（
従
う
べ
き
基
準
は
）

下
回
っ
て
は
い
け
な
い
が
、
上

回
る
こ
と
は
か
ま
わ
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
保
育
園
で
の
居
室
面

積
や
職
員
配
置
の
基
準
は
「
従

う
べ
き
基
準
」
で
す
が
、
県
の

解
釈
で
は
国
の
基
準
ど
お
り
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
実
際
に
県
は
、
１
歳
児
の

職
員
配
置
に
つ
い
て
５
対
１
を

と
っ
て
い
る
自
治
体
に
対
し
て

県
の
独
自
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
２１
年
度
実
績
で
は
４８
市
町

（
全
体
の
７８
％
）
が
５
対
１
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
県

の
条
例
化
に
当
た
っ
て
、
１
歳

児
は
５
対
１
を
基
準
と
す
る
よ

う
な
積
極
的
な
施
策
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

来
年
度
の
条
例
化
と
各
自
治

体
で
の
実
施
に
向
け
て
、
私
た

ち
の
意
見
が
反
映
し
た
基
準
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
へ
要
請
行
動

９
月
８
日
、
愛
労

連
や
医
労
連
な
ど
７

団
体
が
つ
く
る
実
行

委
員
会
は
、
若
者
の

仕
事
・
く
ら
し
改
善

な
ど
を
求
め
る
�
ｓ

ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｕ
ｐ
集

会
�
を
労
働
会
館
で

行
い
、
若
者
３１
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
参

加
者
の
１
人
で
、現
在
、雑
貨
屋

で
働
く
Ｆ
さ
ん（
２２
）は
、
高
校

を
卒
業
し
て
、
社
会
人
と
し
て

初
め
て
飲
食
店
の
正
社
員
に

な
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
毎
日
１２

時
間
労
働
。
こ
う
し
た
過
酷
な

仕
事
に
疑
問
を
も
ち
、
上
司
に

お
か
し
い
と
抗
議
。そ
の
後
、通

勤
時
の
服
装
ま
で
も
注
意
さ
れ

る
な
ど
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
う
け
、

退
職
し
ま
し
た
。
集
会
に
は
、

働
く
と
い
う
こ
と
や
、
労
働
基

準
法
な
ど
、
仕
事
に
対
し
て

様
々
な
こ
と
を
も
っ
と
知
る
機

会
が
ほ
し
い
と
参
加
。
青
年
が

声
を
あ
げ
る
た
め
に
も
、
１０
月

１０
日
の
あ
い
ち
青
年
大
集
会
、

１０
月
２３
日
の
全
国
青
年
大
集
会

に
参
加
し
て
下
さ
い
と
、
よ
び

か
け
ま
し
た
。

９
月
１９
日
、
大
江
健
三
郎
さ

ん
ら
が
呼
び
か
け
る
「
さ
よ
な

ら
原
発
集
会
」
が
愛
知
（
名
古

屋
・
白
川
公
園
）で
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
約
２
０
０
０
人
が
集
ま

り
、「
原
発
い
ら
な
い
」と
い
う

思
い
を
共
有
し
、会
場
か
ら
中

電
本
社
ま
で
、「
隠
す
な
、う
そ

つ
く
な
、原
発
な
く
せ
」と
訴
え

な
が
ら
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

自自治治労労連連共共済済のの
火火災災共共済済はは安安いい！！
１１口口（（耐耐火火）） 保保障障額額
２２．．５５円円／／月月でで最最高高１１００万万円円

●
清
須
市
職
労
（
９
月
１４
日
）

執
行
委
員
長

村
上
小
百
合

副
執
行
委
員
長

山
内
香
菜
子

書

記

長

林

美
帆

●
犬
山
市
職
労
（
９
月
１４
日
）

執
行
委
員
長

石
黒

貴
之

副
執
行
委
員
長

北
野

研
吾

〃

河
野

由
誠

〃

遠
藤

和
幸

書

記

長

後
藤

泰
介

書

記

次

長

吉
野

敦
也

▼
フ
リ
ー
保
育
士
が
い
な
く
て

休
み
が
と
り
づ
ら
く
て
困
っ
て

い
ま
す
。
保
育
士
の
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い
で
す
。（
春
日
井

市
職
労
／
笠
原
里
紗
）

▼
東
北
復
興
支
援
の
一
環
と
し

て
、
夏
祭
り
（
豊
橋
ま
つ
り
）

で
東
北
物
産
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
と
て
も
盛
況
で
し
た
。（
豊

橋
市
職
労
／
近
藤
裕
一
）

▼
わ
が
家
も
節
電
を
頑
張
っ
て

ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
暑
い
！

（
名
古
屋
市
職
労
／
伊
藤
秀
高
）

▼
暑
さ
で
人
が
死
ぬ
な
ん
て
…

少
し
前
の
時
代
に
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
地
球
が

相
当
怒
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
か

な
。
み
な
さ
ん
、
地
球
に
や
さ

し
く
し
て
あ
げ
て
！
（
春
日
井

市
職
労
／
吉
本
小
枝
子
）

青
年
だ
っ
て
黙
っ
て
い
な
い
ぞ
�
オ
ー
�

１
０
３
１
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
ゲ
ン
パ
ツ
ゼ
ロ
」
で
し

た
。
３２
通
の
応
募
が
あ
り
、
３２

通
が
正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

送
り
ま
す
。

中
井

県
次（
名
古
屋
市
職
労
）

山
口

泰
久（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤

真
世（
豊
橋
市
職
労
）

山
本

紘
史（
豊
橋
市
職
労
）

村
瀬
美
恵
子（
半

田

市

職
）

長
谷

芳
枝（
西

尾

市

職
）

林

保
克（
幸
田
町
職
労
）

石
原

裕
美（
瀬
戸
市
職
労
）

柴
田

純
一（
瀬
戸
市
職
労
）

酒
井

寿（
岩

倉

市

職
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１０
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者

��������
������
����		

ななどど住民民ののくくららしし守れれ

������� standup�	

愛労連など

国国のの責責任任放放棄棄はは許許
ささなないい

１０・２３�������
�	
���

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介

１０・１０
�������
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福福祉

〜
さ
よ
な
ら
原原
発
集
会
〜〜

�
�
�

�

元気にアピールしてきます�


